
 令和７年度 学校経営報告 

 

１  今年度の取組と自己評価 

 

 （１）教育活動への取組と自己評価 

 

  １ 学習指導 

 

   ア 新学習指導要領に対応した教育課程の円滑・適正な実施に取り組んだ。    

   イ スタディサプリを導入し、活用を推進したが、活用が効率的に行われなかった。 

   ウ ＩＣＴ機器、スマスク端末の活用を推進し、オンライン授業・家庭学習の拡充を図

った。 

   エ 企業や上級学校と連携した授業を工夫し、主体的な学び・わかる・楽しい授業に取

り組んだ。 

   オ 組織的な学習指導に取り組んだが、各種検定試験３級全員合格は、達成できな 

かった。しかし、昨年度より３級合格率は上昇し、上位の検定試験にも合格した。 

   カ 図書館利用を推進し、読書・新聞の活用を図った。 

 

  ２ 生活指導・健康づくり 

 

   ア ＳＣが２名体制になったこともあり、生徒の心のケアのより一層の充実を図ること

ができた。また、学校医、外部機関との連携も充実した。 

   イ 特別支援コーディネーターのリーダーシップにより、発達障害教育推進エリア 

ネットワークの活用を推進した。 

   ウ 特別支援委員会を中心に生徒の情報共有を図り、いじめ・自殺等防止と学習障害の

対策を講じた。 

   エ ＳＮＳ・薬物・詐欺などについての正しい理解を深めさせ、生徒の安全を確保した。 

   オ 交通ルール・安全走行について指導を実施し、自転車安全走行指導を徹底した。     

ヘルメットの着用率が向上した。 



  ３ 進路指導 

 

   ア ガイダンス機能を高め、進路指導部、学年のみならず全教職員で生徒の進路実現を

図った。 

   イ 組織的な取り組み、個人面談を活用して、粘り強く「諦めさせない」指導に努めた。 

   ウ 大学進学希望者には、模擬試験を奨励し、自己理解を深めさせ、的確な目標設定を

指導し、一般受験を含め２５名が大学に合格した。 

   エ 職業、仕事と資格の関係、働くルールなどについて、理解を深めさせる指導を徹底

するため、ジョブキャンプを活用した。 

 

  ４ 特別活動 

 

   ア リサイクル・美化活動を推進し清潔な学習環境の整備を行うための手立てを検討し

実施した。 

   イ 新入生の部活動参加を奨励し、生徒の学校に対する帰属意識を醸成したが、加入率

の変化はなかった。 

   ウ 体育祭・文化祭を通じて生徒の成就感・達成感を高めた。 

   エ 生徒会・委員会活動を支援し、生徒の自主的・自律的な活動の充実を図った。 

 

  ５ 募集・広報活動 

 

   ア ＨＰには、最新の授業や行事、部活動等の様子を魅力ある工夫を施しＰＲ効果を高

めた。 

   イ 学習塾や西部地区への積極的な広報・募集活動を検討・実施し、応募倍率は上昇し

たが、募集人数を充足させることはできなかった。 

   ウ 出前授業・学校説明会・見学会・授業公開・部活体験等の充実を図った。 

   エ ＳＮＳ等による発信力を強化した。 

 



  ６ 学校経営・組織体制 

 

   ア 分掌主任を中心に強固な組織体制を構築し、中間・年間を総括し成果と課題を検証

して活性化を図った。 

   イ 教員定数・生徒減に伴い、業務・行事・部活等を見直し、業務の効率化を図った。 

   ウ 節電等の省エネルギーや資源リサイクルを推進した。 

   エ 保護者との円滑な連絡体制を強化した。 

   オ ホームページ適正管理、セキュリティ対策、情報漏洩事故の防止について周知徹底

を図った。 

   カ 経営企画室と連携を図り、施設・設備の定期的な安全点検・安全管理及び迅速な修

繕に取り組んだ。 

   キ 今年度については服務事故がゼロであったが、過去の紛失事故が発覚し、再発防止

に取り組んだ。 

 

 

 （２）重点目標への取組と自己評価 

 

  １ 学習指導 

 

   ・ 教育ダッシュボードの円滑な運用と活用の推進を図った。 

   ・ 校内相互授業参観を実施したが、教科横断的に最適な指導方法の研究にまでに至らな 

かった。 

   ・ 授業におけるスマスク端末の利活用の推進は図れた。スタディサプリの課題配信は一

部に留まり、稼働率を高めることはできなかった。 

   ・ビジネス人材育成推進校を活用し、生徒の学習意欲を喚起し、スキルアップを図った。 

   ・ 各教科、特別活動等においてＮＩＥ・ＳＤＧsに関する取り組みを推進した。 

   ・民間企業、自治体、ＮＰＯ等との外部連携によって最前線のビジネス教育を実践した。 

   ・ 図書館利用・書籍貸出の拡充を図り、未読者率の改善を図った。ビブリオバトルの参

加はできなかった。 



   ・ 課題研究（総合的な探究の時間）、情報処理（情報）代替及び総合実践（小切手、手

形廃止）に対応する取り組みをおこなった。 

   ・ TIPS-Type4【Ａ】専門高校の新たな学びによる授業改善サポート事業を活用し、良質

の授業提供に取り組んだ。 

 

  ２ 生活指導・健康づくり 

 

   ・ 学校生活において、整理・整頓・清潔・清掃・作法・躾の６つのＳを実施した。 

   ・ 挨拶励行、私物・ＳＮＳの適切な管理について、指導の徹底を図った。 

   ・ 頭髪や身嗜みの統一基準について、共通理解の徹底を図り、生徒・保護者に周知徹底

し理解を得た。 

   ・ 様々な機会を通じて、健康・安全、奉仕、国際理解親善の活動の機会を推進した。 

   ・ 生きる力を育む歯・口の健康づくり推進に取り組み、全日本学校歯科保健優良校表彰

（令和7年度）において、優秀賞（文部科学大臣賞）を受賞した。 

   ・ 特別支援教育コーディネーターを中心にＳＣ、関係機関との連携を強化し、特別支援

教育の充実を図った。 

   ・ 自転車シミュレータを活用した交通安全教室実施校として、交通ルール・マナーの向

上を図った。 

   ・ 産婦人科医を活用したユースヘルスケア事業対象校として、オンライン相談を活用し

た。 

   ・ 生涯の健康に関する理解促進事業実施校として、生徒の心と体のケアに取り組んだ。 

 

  ３ 進路指導 

 

   ・ 生徒の進路希望の変化に応じて、就職、大学、専門学校等の分野に応じた指導体制を

改善した。 

   ・ 保護者や生徒に対し大学入試、就職活動についてきめ細やかな情報提供・相談を実施

した。 

   ・ 面接、作文（小論文）、志望理由書の書き方、進路相談について全教員で対応した。 



   ・ ビジネス人材育成推進校における「職場体験」を利用し、職業観・勤労観を高めた。 

   ・ 日本経済大学渋谷キャンパスとの高大連携協定を締結し、キャリア教育を推進した。 

   ・ キャリア・パスポートはあまり活用できなかった。 

   ・ 就職希望者進路決定率１００％ 

 

  ４ 特別活動 

 

   ・ 部活動加入を奨励したが、加入率に変化はなかった。（６８％） 

   ・ 各行事を通して、生徒の自己肯定感を向上させ、リーダーシップ・フォロワーシップ

の育成を図った。 

   ・ 地域貢献活動の推進を図った。 

   ・ 年４回の避難訓練等を計画的に実施し、防災知識を深めさせ、実践的な行動力を身に

付けさせた。 

   ・ 日本赤十字社東京都支部及び水道局と連携した防災教育実施校として生徒の意識啓

発・行動力を育成した。 

 

５ 募集・広報活動 

 

   ・ 都立高校ＥＸＰＯ（7月27日、8月9・10日）を積極活用し、情報発信した。 

   ・ 外部団体主催の相談会、中学校への出張授業・出張説明会の機会を拡充した。 

   ・ 中学校および学習塾訪問を拡充した。 

   ・ 施設の都合で、学校開放事業を推進することができず、学校の教育力を地域に還元で

きなかった。 

   ・ 推薦入試の応募倍率１.３倍 ： 学力一次応募倍率 ０.８１倍 

   ・ 学校説明会、部活動体験、授業体験などについて、実施回数を増やし改善を図っ 

たが、目標の結果に結びつかなかった。 

 

  



 ６ 学校経営・組織体制 

 

   ・ 職員室環境改善事業及びＩＣＴ環境の整備を推進した。 

   ・ アウトリーチ型相談事業、新規採用者メンター事業の活用を図り、教職員の支援を図

った。 

   ・ 各自で定時退庁日を設け、在校時間の縮減を図ったが、年休取得の促進にまでには至

らなかった。 

   ・ 各種会議の上限を１時間以内とし、ペーパーレス化、業務の効率化を推進した。 

   ・ 警察署、消防署、区役所などとの連携を強化し、安全管理の徹底と危機管理体制を改

善した。 

   ・ 経営企画室の経営参画機能を高め、適正な会計処理・安全で整理された学校環境の維

持管理を行なった。 

   ・ 保護者コミュニケーションシステム（Classi）の利活用を推進した。 

   ・ 企画調整会議の内容について、各分掌主任は、分掌メンバーに確実に伝達し周知徹底

を図った。 

   ・ 教職員の能力開発（ＯＪＴ、研究・研修、自己啓発）を推進し、育成を強化した。 

   ・ 研究紀要（復刊第４号）を発行した。 

 

２ 次年度以降の課題と対応策 

 

  １ 学習指導 

 

   ・ 現行の教育課程を見直し、生徒の実情に応じた教育課程とする。 

   ・ スタディサプリは見直し、補習や個別指導等により学力向上を目指す。 

   ・ ＩＣＴ機器、スマスク端末をさらに活用し、オンライン授業・家庭学習の充実に資す

る。 

  ・ 企業や上級学校と連携し、生徒が主体的に取り組み、わかる楽しい授業づくりに取り

組む。 



  ・ 段階的・系統的な学習指導に取り組むとともに、組織的に補習等を実施し、各種検定

試験３級全員合格、および上位検定試験合格を目指す。 

   ・ 図書館利用を推進し、読書率を高めるとともに、授業で新聞の活用を図る。 

 

  ２ 生活指導・健康づくり 

 

  ・ ＳＣとの連携をより強固なものとし、外部機関等との連携を深め、生徒の情報共有に

努め、生徒の個に応じた課題解決に組織的に取り組む。 

  ・ エリアネットワークを活用し、特別支援教育を充実させる。 

  ・ 特別支援教育推進委員会や学校いじめ対策委員会を活用し、生徒情報の共有に努める

とともに、いじめ、自殺等の未然防止に組織的に取り組む。 

  ・ 警察等外部機関と連携を図り、生徒の安全確保に努めるとともに、犯罪者にならない

よう指導を徹底する。 

  ・ 外部機関と連携し、より一層の交通安全教育に取り組み、ヘルメットの着用率を高め

る。 

 

  ３ 進路指導 

 

  ・ 進路指導部、学年のみならず、全職員で生徒の進路実現に向け、進路指導にあたる。 

  ・ 進路情報の共有化を図るとともに、組織的な取り組みにより、進路実現に向け「諦め

ない」指導に取り組む。 

  ・ 大学進学希望者には、模擬試験の受験など自己理解を深めさせ、的確な目標設定をさ

せるとともに適切な情報を提供し、進路実現を図る。 

  ・ 働くことの意義やルールを理解させるため、１年次でジョブキャンプを活用する。 

 

  ４ 特別活動 

 

  ・ 清潔な学習環境を整えるため、美化活動を推進するとともに、リサイクル活動にも取

り組む。 



  ・ 生徒の帰属意識を高めるため、新入生の部活動参加を奨励する。 

  ・ 体育祭や文化祭等の学校行事を通して、成就感・達成感を高める。 

  ・ 生徒が主体的に諸活動に取り組めるよう、生徒会・委員会活動を支援する。 

 

  ５ 募集・広報活動 

 

  ・ ホームページの更新を迅速におこなうとともに、ホームページの充実を図り、情報発

信を積極的におこなう。 

  ・ 中学校や学習塾への積極的な広報・募集活動に、全職員で取り組み、応募倍率の向上

を図る。 

  ・ 出前授業等に積極的に取り組むとともに、学校説明会等を充実させ、応募倍率の向上

に務める。 

  ・ ＳＮＳ等を活用し、情報発信に努める。 

 

  ６ 学校経営・組織体制 

 

   ・ 主幹教諭をリーダーとした学校組織体制に取り組む。 

   ・ 分掌主任を中心とした学校組織体制を確立し、中間・年間で成果と課題を検証して、

活性化を図る。 

  ・ 業務の効率化を図り、ライフワークバランスに取り組む。 

  ・ ＳＤＧｓの一環として、節電等の省エネルギーに積極的に取り組むとともに、資源リ

サイクルに積極的に取り組む。 

  ・ 保護者との信頼関係を構築し、円滑な教育活動の実施に取り組む。 

  ・ 経営企画室と連携し、施設・設備の安全管理に継続的に取り組む。 

   ・ 服務事故防止研修を毎学期に実施し、服務事故の防止に努め、服務事故をゼロとし、

生徒・保護者の信頼を確立する。 

   


